
著書 を語る的
計
画
と
実
施
理
論
と
の
関
係
を
七
章
で
論
じ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
と
し
て
の
計
画
に
言
及
す
る
。

サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
に
代
表
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト
以
降
の

計
画
理
論
を
取
り
上
げ
る
八
章
で
は
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム

の
下
で
の
都
市
計
画
の
変
容
、
都
市
計
画
に
お
け
る
レ

ジ
ー
ム
論
お
よ
び
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
論
の
考
察
、
計
画

課
題
を
主
と
す
る
計
画
理
論
へ
の
変
化
を
述
べ
、
近
年
提

唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
主
体
計
画

に
も
論
が
及
ぶ
。
本
書
の
結
論
を
述
べ
る
第
Ⅳ
部
で
は
、

九
章
で
戦
後
計
画
思
想
に
お
け
る
パ
ラ
イ
ム
シ
フ
ト
を
議

論
し
た
後
に
、
計
画
理
論
の
根
底
に
あ
る
価
値
観
を
揺
る

が
す
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
論
考
し
、
ま
と
め
と

し
て
、
専
門
分
野
と
し
て
の
都
市
計
画
と
都
市
計
画
理
論

を
総
括
し
て
本
書
を
終
え
て
い
る
。
な
お
本
書
は
、
英
国

の
大
学
で
都
市
計
画
理
論
を
学
ぶ
学
生
を
対
象
に
書
か
れ

て
い
る
の
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
自
明
な
こ
と
で
も
日
本

の
読
者
に
は
必
ず
し
も
自
明
で
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、

本
書
で
は
詳
細
な
訳
注
を
施
し
、
読
者
の
理
解
を
助
け
る

よ
う
努
め
た
。

英
国
の
詩
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ー
パ
ー
がThe Task

（『
仕
事
』）の
中
で「
神
が
田
舎
を
造
り
、人
間
が
町
を
造
っ

た
」
と
詠
い
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
に
代
表
さ
れ
る
牧
歌
的
な

詩
が
自
然
と
人
間
が
織
り
成
す
田
園
を
讃
え
る
。
こ
う
し

た
社
会
的
文
脈
の
な
か
で
、
た
と
え
ば
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
主

義
、
反
都
市
耽
美
主
義
な
ど
保
守
的
傾
向
の
強
い
初
期
の

都
市
計
画
が
、
い
か
な
る
批
判
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
理

論
的
変
容
を
み
た
か
を
本
書
は
述
べ
る
。
時
代
時
代
の
政

治
経
済
社
会
的
文
脈
に
も
目
を
配
り
な
が
ら
展
開
さ
れ
る

計
画
理
論
の
本
書
は
、
計
画
理
論
の
研
究
に
広
角
的
俯
瞰

的
視
座
を
与
え
て
く
れ
る
。

本
書
が
述
べ
る
計
画
理
論
は
、
産
業
革
命
に
伴
う
都
市

の
劣
化
す
る
衛
生
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
か
ら
都
市
計

画
が
生
ま
れ
、
都
市
・
田
園
計
画
法
と
し
て
制
度
化
さ
れ

た
イ
ギ
リ
ス
の
計
画
体
系
の
も
と
で
の
理
論
に
焦
点
を

当
て
て
い
る
。
都
市
計
画
制
度
の
彼
我
の
違
い
は
あ
る

が
、
日
本
の
都
市
計
画
が
英
国
の
都
市
計
画
の
開
発
許
可

制
度
と
ア
メ
リ
カ
都
市
計
画
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
制
度
の
両

方
を
持
つ
体
系
と
な
っ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
英
国
の
都

市
計
画
体
系
の
も
と
で
の
計
画
理
論
を
理
解
す
る
こ
と

は
、
日
本
の
都
市
計
画
の
理
解
を
深
め
、
異
な
る
視
点
か

ら
の
計
画
理
論
に
関
す
る
日
本
の
研
究
に
示
唆
を
与
え

る
で
あ
ろ
う
。

英
国
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
俊
一
が
都
市
・

田
園
計
画
法
制
度
の
も
と
で
の
都
市
計
画
の
実
態
に
関
す

る
詳
細
な
実
証
研
究
に
基
づ
く
優
れ
た
成
書
『
比
較
都
市

計
画
序
説
―
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
土
地
利
用
規
制
―
』

が
あ
る
。
し
か
し
、
計
画
理
論
に
関
す
る
良
書
に
つ
い
て

は
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
本
訳
書
が
、
都
市
計
画
や

農
村
計
画
な
ど
地
域
計
画
に
関
わ
る
学
生
、
大
学
院
生
、

研
究
者
、
教
師
、
実
務
者
な
ど
の
参
考
に
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
計
画
理
論
の
研
究
が
深
ま
り
良
書
が
生
ま
れ
る
契

機
と
な
る
な
ら
ば
、
訳
者
の
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

（
佐
藤
洋
平

記
）

◎
「
戦
後
英
国
の
都
市
計
画
理
論
」
を
一
〇
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
致
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、「
戦
後
英
国
の
都
市
計
画

理
論
」
希
望
と
し
て
、
官
製
は
が
き
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
82

ペ
ー
ジ
の
宛
先
ま
で
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、

勤
務
先
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
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著書 を語る

本
書
は
、N

igel Taylor:U
rban Planning Theory 

since 1945 

（SAG
E, 1998

）
の
翻
訳
で
あ
る
。
本
書

の
翻
訳
は
、
筆
者
が
都
市
地
方
計
画
の
講
義
を
担
当
し
た

と
き
に
参
考
図
書
に
取
り
上
げ
て
以
来
、
計
画
理
論
を
学

ぶ
上
で
「
読
む
べ
き
」
と
強
く
感
じ
た
書
で
あ
っ
た
こ
と

に
始
ま
る
。

著
者
テ
イ
ラ
ー
は
、
西
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
学
で
都
市
計

画
理
論
を
教
え
た
経
験
か
ら
、
学
生
た
ち
は
こ
の
教
科
が

難
し
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
既
存
の
図
書
に

は
平
均
的
な
学
生
で
さ
え
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
複
雑
で

不
明
瞭
な
も
の
が
多
く
、
ま
た
、
都
市
計
画
に
影
響
を
与

え
た
最
近
の
理
論
の
発
展
を
分
か
り
易
く
書
か
れ
た
本
が

な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
う
し
た
状
況
を
補
う
た
め
に
、

本
書
は
、
都
市
計
画
概
念
の
近
年
の
発
展
を
、
都
市
計
画

を
学
ぶ
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
分
か
り
易
く
書
い
た
、
と

テ
イ
ラ
ー
は
述
べ
て
い
る
。

本
書
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
科
学
主
義
、
シ
ス
テ
ム
理
論
、

市
民
参
加
、ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
、新
自
由
主
義
、ニ
ュ
ー

ラ
イ
ト
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

的
行
為
。
ポ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
な
ど
、
第
二
次
大

戦
以
後
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
主
要
な
発
展
を
紹
介

し
つ
つ
、
こ
れ
ら
と
関
連
づ
け
な
が
ら
、
過
去
五
十
五
年

間
の
英
国
に
お
け
る
都
市
計
画
思
想
／
理
論
を
説
明
し
て

い
る
。
私
た
ち
は
、
た
と
え
ば
、
物
的
デ
ザ
イ
ン
を
中
心

と
す
る
伝
統
的
な
都
市
計
画
の
考
え
か
ら
、
都
市
計
画
が

政
治
活
動
と
連
関
す
る
こ
と
を
認
識
す
る
ま
で
の
移
り
変

わ
り
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
近
年
の
サ
ッ

チ
ャ
リ
ズ
ム
に
代
表
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト
の
政
治
経
済

社
会
的
な
文
脈
の
中
で
英
国
の
都
市
計
画
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
の
か
、
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
何
か
な
ど
も
本

書
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、
計
画
家
は
、

近
年
「
計
画
理
論
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
を
深
化
・
発

展
さ
せ
る
こ
と
（
大
理
論
化
）
に
取
り
組
む
よ
り
は
、
都

市
の
衰
退
、
社
会
的
不
平
等
、
地
球
規
模
の
生
態
学
的
危

機
、
持
続
可
能
な
発
展
な
ど
と
い
っ
た
社
会
が
抱
え
る
課

題
に
傾
注
す
る
、
課
題
本
位
の
都
市
計
画
が
潮
流
と
な
っ

て
い
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。

こ
う
し
た
豊
か
な
内
容
を
も
つ
本
書
は
、
四
部
九
章
か

ら
成
る
。
戦
後
初
期
の
計
画
理
論
を
取
り
上
げ
る
第
Ⅰ
部

で
は
、
一
章
で
戦
後
の
都
市
計
画
概
念
を
構
成
す
る
要
素

を
詳
述
し
、
戦
後
初
期
の
都
市
計
画
が
物
的
計
画
と
デ
ザ

イ
ン
を
本
位
と
す
る
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
を
描
き
出
し

て
い
る
。
二
章
で
こ
う
し
た
計
画
の
根
底
を
な
す
規
範
的

理
論
に
言
及
し
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
包
括
性
、
反
都
市
耽
美

主
義
、
都
市
構
造
の
整
序
観
な
ど
に
言
及
す
る
。
三
章
で

は
、
前
二
つ
の
章
で
述
べ
ら
れ
た
戦
後
計
画
理
論
に
対
す

る
批
判
に
つ
い
て
論
じ
る
。
一
九
六
〇
年
代
の
計
画
理
論

を
概
観
す
る
第
Ⅱ
部
で
は
、
四
章
で
、
一
九
六
〇
年
代
に

期
せ
ず
し
て
ほ
ぼ
同
時
期
に
提
唱
さ
れ
た
計
画
の
シ
ス

テ
ム
観
と
合
理
的
プ
ロ
セ
ス
観
に
つ
い
て
概
説
し
、
五
章

で
は
、
計
画
の
プ
ロ
セ
ス
と
政
治
活
動
と
の
連
関
を
論

じ
、
市
民
参
加
に
つ
い
て
論
及
す
る
。
一
九
七
〇
年
代
か

ら
一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
計
画
理
論
を
取
り
上
げ
る
第
Ⅲ

部
で
は
、
計
画
の
効
果
に
関
す
る
理
論
を
六
章
で
、
合
理

『戦後英国の都市計画理論』
―計画技術論から
　　　　　総合的まちづくり論へ―
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著書 を語る的
計
画
と
実
施
理
論
と
の
関
係
を
七
章
で
論
じ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
と
し
て
の
計
画
に
言
及
す
る
。

サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
に
代
表
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト
以
降
の

計
画
理
論
を
取
り
上
げ
る
八
章
で
は
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム

の
下
で
の
都
市
計
画
の
変
容
、
都
市
計
画
に
お
け
る
レ

ジ
ー
ム
論
お
よ
び
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
論
の
考
察
、
計
画

課
題
を
主
と
す
る
計
画
理
論
へ
の
変
化
を
述
べ
、
近
年
提

唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
主
体
計
画

に
も
論
が
及
ぶ
。
本
書
の
結
論
を
述
べ
る
第
Ⅳ
部
で
は
、

九
章
で
戦
後
計
画
思
想
に
お
け
る
パ
ラ
イ
ム
シ
フ
ト
を
議

論
し
た
後
に
、
計
画
理
論
の
根
底
に
あ
る
価
値
観
を
揺
る

が
す
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
論
考
し
、
ま
と
め
と

し
て
、
専
門
分
野
と
し
て
の
都
市
計
画
と
都
市
計
画
理
論

を
総
括
し
て
本
書
を
終
え
て
い
る
。
な
お
本
書
は
、
英
国

の
大
学
で
都
市
計
画
理
論
を
学
ぶ
学
生
を
対
象
に
書
か
れ

て
い
る
の
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
自
明
な
こ
と
で
も
日
本

の
読
者
に
は
必
ず
し
も
自
明
で
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、

本
書
で
は
詳
細
な
訳
注
を
施
し
、
読
者
の
理
解
を
助
け
る

よ
う
努
め
た
。

英
国
の
詩
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ー
パ
ー
がThe Task

（『
仕
事
』）の
中
で「
神
が
田
舎
を
造
り
、人
間
が
町
を
造
っ

た
」
と
詠
い
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
に
代
表
さ
れ
る
牧
歌
的
な

詩
が
自
然
と
人
間
が
織
り
成
す
田
園
を
讃
え
る
。
こ
う
し

た
社
会
的
文
脈
の
な
か
で
、
た
と
え
ば
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
主

義
、
反
都
市
耽
美
主
義
な
ど
保
守
的
傾
向
の
強
い
初
期
の

都
市
計
画
が
、
い
か
な
る
批
判
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
理

論
的
変
容
を
み
た
か
を
本
書
は
述
べ
る
。
時
代
時
代
の
政

治
経
済
社
会
的
文
脈
に
も
目
を
配
り
な
が
ら
展
開
さ
れ
る

計
画
理
論
の
本
書
は
、
計
画
理
論
の
研
究
に
広
角
的
俯
瞰

的
視
座
を
与
え
て
く
れ
る
。

本
書
が
述
べ
る
計
画
理
論
は
、
産
業
革
命
に
伴
う
都
市

の
劣
化
す
る
衛
生
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
か
ら
都
市
計

画
が
生
ま
れ
、
都
市
・
田
園
計
画
法
と
し
て
制
度
化
さ
れ

た
イ
ギ
リ
ス
の
計
画
体
系
の
も
と
で
の
理
論
に
焦
点
を

当
て
て
い
る
。
都
市
計
画
制
度
の
彼
我
の
違
い
は
あ
る

が
、
日
本
の
都
市
計
画
が
英
国
の
都
市
計
画
の
開
発
許
可

制
度
と
ア
メ
リ
カ
都
市
計
画
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
制
度
の
両

方
を
持
つ
体
系
と
な
っ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
英
国
の
都

市
計
画
体
系
の
も
と
で
の
計
画
理
論
を
理
解
す
る
こ
と

は
、
日
本
の
都
市
計
画
の
理
解
を
深
め
、
異
な
る
視
点
か

ら
の
計
画
理
論
に
関
す
る
日
本
の
研
究
に
示
唆
を
与
え

る
で
あ
ろ
う
。

英
国
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
俊
一
が
都
市
・

田
園
計
画
法
制
度
の
も
と
で
の
都
市
計
画
の
実
態
に
関
す

る
詳
細
な
実
証
研
究
に
基
づ
く
優
れ
た
成
書
『
比
較
都
市

計
画
序
説
―
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
土
地
利
用
規
制
―
』

が
あ
る
。
し
か
し
、
計
画
理
論
に
関
す
る
良
書
に
つ
い
て

は
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
本
訳
書
が
、
都
市
計
画
や

農
村
計
画
な
ど
地
域
計
画
に
関
わ
る
学
生
、
大
学
院
生
、

研
究
者
、
教
師
、
実
務
者
な
ど
の
参
考
に
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
計
画
理
論
の
研
究
が
深
ま
り
良
書
が
生
ま
れ
る
契

機
と
な
る
な
ら
ば
、
訳
者
の
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

（
佐
藤
洋
平

記
）

◎
「
戦
後
英
国
の
都
市
計
画
理
論
」
を
一
〇
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
致
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、「
戦
後
英
国
の
都
市
計
画

理
論
」
希
望
と
し
て
、
官
製
は
が
き
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
82

ペ
ー
ジ
の
宛
先
ま
で
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、

勤
務
先
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
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